
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市立託麻中学校  令和７年１０月２０日発行  文責：瀧本 

 

10月の保健目標は 

“目と健康について考えよう” 

です。 

保健室より～視力再検査をしています～ 

１学期に配布した視力の受診勧告書が未提出の人を対象に、現在、視力の再検査をしています。 

再検査の結果は、その場で生徒に渡していて、保護者の方に検査結果を伝えるように指導してい

ます。視力が両目ともＡ(1.0)未満の生徒は年々増加しており、視力低下は子どもの大きな健康

課題となっています。お子さんが受診勧告書を持って帰られたら、眼科へ 

相談されるだけでなく、日ごろのお子さんのタブレットやスマートフォン 

等の使い方についても、ご家庭で振り返ってみてください。 



村上あずさ先生 
・10/２９(水)１４:００～16：００ 

・11/１２(水) 9：００～１１：００・11/２６(水) 9：００～１６：００ 

生川悠先生 

・10/２３(木) ９:３０～1５：３０ ・10/３０(木) ９:３０～1５：３０ 

・11/ ６(水) ９:３０～1５：３０ ・11/１３(木)  ９:３０～1５：３０ 

※相談したい人は、担任の先生または保健室まで知らせてください。 

 保護者の方のご相談も受け付けています。☎378－0338（保健室まで） 

 

                      

 
                   

 

について 

 

 

 

 

 

 

睡眠には心と体を回復させ、脳や体を成長させる重要な働きがあり

ます。しっかりと眠り、脳と体を休ませることは、メンタルの回復

にもつながります。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近保健室に体調不良を訴えて来る生徒の話を聞くと、 

その多くが夜寝るのが遅くて、十分な睡眠をとっていな

いことがわかりました。みなさんが元気に学校生活を 

送るためにも、睡眠の大切さや十分に睡眠をとるコツを伝えます。 

 

 

現在、１年生を対象に色覚検査の希望調査をすぐーるにて行っています。先天性色覚異常は、男子の約 5％（20人に 1 人）、女子の約 0.2％（500人に 1人）の割合で見られます。 

色が全くわからないという訳ではなく、多くは色によっては見分けがつきにくいことがある程度であり、日常生活にほとんど不自由がありません。 

  そのため、本人に自覚がない場合が多く、検査を受けるまで保護者も気づかない場合があります。職業・進路選択にあたり、自分自身の見え方を知っておくことは大切です。 

お子様の検査をご希望される方は、すぐーるでの回答をお願いします。 

 

1年生の保護者の方へ～色覚検査について～ 

★睡眠の効果★ 

 

10 代には、7～8 時間程度の睡眠時間が必要だといわれています。日中に存分に力を発揮する

ためにも、十分な睡眠がとれるように遅くても 23 時までに眠るといった１日のスケジュールを 

考えてみましょう。 

★体の回復と成長★ 

★脳の記憶の整理と定着★ 

★食欲のコントロール★ 

★免疫力の向上★ 

★精神の安定★ 

１０・11月の 

カウンセリングのお知らせ 

★★睡眠不足が続くと脳の働きも低下する★★ 

 

（前頭葉）…人の脳で最も発達している部分。 

思考を深め、感情をコントロールし、

知性的な働きをする。 

 

・イライラする 

・集中力の低下 

・記録、学習能力の低下 

・推理力やひらめき力の低下 

・人の気持ちなどを推し量る能力の低下 

 
睡眠時間が不足すると脳に悪い影響をあたえます。 

特に脳の大部分を占める前頭葉の働きが低下すると、 

成績が悪くなるだけではなく、日常でもストレスを 

抱えやすくなります。 


